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小田原市の旧烏帽子岩｜隆道で、見つかったコキクガシラコウモリと

ユビナガコウモリ

山口喜盛・志村尚子

Yoshimori Yamaguchi and Naoko Shimura: Notes on the Rhinolophus cornutusto 

and Minioptθrus Fuliginosus Found in the Old Eboshiiwa Tunnel in Odawara City 

はじめに

コキクガシラコウモリ Rhinolophuscornutustoと

ユピナガコウモリMiniopterusful iginosusは国内に

広く分布し，洞穴を昼間のネグラにしている（阿部，

1994）。神奈川県では，かつて鎌倉や三崎の洞穴にこ

れらの姿が多く見られたが （Shibata& Teraj ima, 

1958），現在は消滅しており（寺島・柴田， 1986），近

年の記録では，コキクガシラコウモリは，丹沢山地

の宮ヶ瀬（山口ほか， 2002）と札掛（山口未発表），

箱根山地の湖尻水門と仙石原（石原龍雄氏私信）で

確認され，ユピナガコウモリは，箱根山地の箱根用

水と湖尻水門から早川上流で少数が（石原龍雄氏私

信）、丹沢山地の隆道内では稀に単独個体が確認され

る（山口ほか， 2002，山口未発表）程度である。こ

のようにこの2種は，全国的には広く分布している

ものの，神奈川県においては近年，確認例が少ない

ことから，県内では希少なコウモリ類といえる。

筆者らは県西部を中心に，このような数少ないコ

ウモリ類の生息状況を調べているが，今回は小田原

市にある農業用水の旧烏帽子岩隆道においてこの2

種を確認したので，ここに報告する。

なお，捕獲に関しては，学術研究目的で環境省（5

155号）と神奈川県 （211号）より許可を受けて行った。

図1 旧烏帽子岩｜磁道の位置
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コウモリが見つかった旧烏帽子岩隆道

この隆道は江戸時代に掘られた農業用水で，荻窪

用水の一部である。荻窪用水は早Jllから水がヲ｜かれ

ており，取入口の箱根湯本から出水口の小田原市荻

窪まで全長10.3kmにおよび（小田原市教育委員会作

成パンフより），その途中には開渠と隆道（暗渠）が

連続している。今回，コキクガシラコウモリとユピ

ナガコウモリが見つかったのはそのうちの旧烏帽子

岩隆道（図 1, 2）と呼ばれる部分で，現在は利用

されず、水が20～30cmくらいの深さでたまっていた。

この隆道の開口部は高さ130cm，幅（底部） 180cm 

で，隆道の内壁は手掘りのままの状態であった。開

口部は海抜約lOOmの位置にあり，南斜面の竹林内に

あった。周辺はシイやカシなどの常緑広葉樹林，コ

ナラやクヌギなどの二次林，スギやヒノキの植林地，

ミカン畑などが入り混じっていた。

コキクガシラコウモリの確認

2003年10月8日の夕方，隆道開口部で出巣前に飛

び回るコウモリの発する声をパットデイテクター

(BAT D町E口OR, MINI 3 , Ultra Sound Advice , 

U. K.）で聞いたところ，周波数は105キロヘルツ前

後で，「ピピピポパポポ・・－」というふうに聞こえ

た。これはコキクガシラコウモリが利用している周

図2旧烏帽子岩隆道



おわりに

神奈川県において，現在，洞穴性コウモリ類の利

用が確認されている洞穴や隠道はきわめて少なく，

当地の他には，稀にユピナガコウモリの単独個体が

入洞し，少数のモモジロコウモリが利用する丹沢山

地玄倉のl隆道（山口ほか， 2002），少数のコキクガシ

ラコウモリが冬眠する丹沢山地宮ヶj頼の洞穴 （山口

ほか， 2002），モモジロコウモリとユピナガコウモリ

の集団が利用する箱根山地の箱根用水 （石原龍雄氏

私信）が知られているくらいである。

今回，コキクガシラコウモリとユビナガコウモリを

確認した旧烏帽子岩｜控道は，大集団とはいえないが複

数頭の集団が定住しているとみられたことから， 当地

は県内における本種らの貴重な生息地といえるだろう。

今後は，これらのコウモリ類がこの隆道を繁殖に

利用しているのか，冬眠に利用しているのか，また

総個体数などを調べる必要があるだろう。なお， 筆

者らは，今後も荻窪用水周辺にある他の隆道も調べ，

当地のコウモリ類相を明らかにしたいと考えている。

波数帯と聞こえ方であった（三笠， 2002）。 また，10

月17日の夕方，隆道関口部にカスミ網を設置して，

このような声を発して出巣するコキクガシラコウモ

リ1頭を捕獲した（表l，図3）。その時，パットデイ

テクターと目視により 10数頭の出巣を確認した。

表1コキクガシラコウモリの捕獲記録

前腕長

4.03cm 

体重

5.7g 

性

♀ 

捕獲日

2003年 IO月 17日
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リ類についてご教示いただいた箱根町立森のふれあ
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図3 捕獲されたコキクガシラコウモリ

ユピ、ナガコウモリの確認

2003年8月25日と 10月17日の夕方， l弦道関口部
にカスミ網を設置して出巣するユピナガコウモリ 5

頭を捕獲した（表2，図4）。またその時，パットデイ

テクターと目視により，本種と思われる 10数頭の出
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図4捕獲されたユピ、ナ力、コウモリ

表2ユピ、ナガコウモリの捕獲記録

捕獲日

2003年 8月25日

2003年 10月 17日

2003年 10月 17日

2003年 10月 17I'! 

2003年 10月 17日

前腕長

4.83cm 

4.60cm 

4.6lcm 

4.78cm 

4.65cm 

体重

17.0g 

12.Jg 

14.8g 

12.Sg 

12.lg 

性

一

♂

♂

♂

早

♀
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